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平成 21 年 2 月期業績予想の修正について 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 4 月 7 日に発表しました平成 21 年 2 月期業績予想

に関して、下記の通り修正致します。 
 

記 
 
1． 平成 21 年 2 月期 通期業績予想の修正 

(１) 連結(平成 20 年 3 月１日～平成 21 年 2 月 28 日)       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想 (Ａ) ５１，５００ ３，４４８ ３，７０１ ２，１８７

今回修正予想 (Ｂ) ４４，６００ ３，０４１ ３，３８１ １，９７５

増減額  (Ｂ－Ａ) △６，９００ △４０７ △３２０ △２１２

増減率  (％) △１３．４ △１１．８ △８．６ △９．７

(ご参考)前期実績 
平成 20 年 2 月期 

  
４４，１５０

 
２，９７９

 
３，０７２ 

 
 １，５０１

 
(２)単体(平成 20 年 3 月１日～平成 21 年 2 月 28 日)        (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想 (Ａ) ４２，０００ ２，８６８ ３，１８８ １，８８６

今回修正予想 (Ｂ) ３６，０００ ２，５５９ ２，９４２ １，７２７

増減額  (Ｂ－Ａ) △６，０００ △３０９ △２４６ △１５９

増減率  (％) △１４．３ △１０．８ △７．７ △８．４

(ご参考)前期実績 
平成 20 年 2 月期 

  
４０，０６１

 
２，７０５

 
２，９３５ 

 
１，７１７

 
 



2．修正理由 
業績の太宗を占める単体において、中間期までの経過は、デジカメやオーディオなど民

生機器向けの売上は好調でしたが、主力の計測器やＦＡ機器など産業機器向け、大型コン

ピュータなど情報機器向け、アミューズメント向けなどの売上が期初予想を下回り、下期

においても大きく回復が見込めない状況にあります。また上期に貢献した宇宙関連も減少

予定であります。このような状況から売上の下方修正に伴う通期単体業績予想の修正を行

いました。 
連結業績予想については、単体の業績予想修正に伴い修正をするものであります。 
※ 上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

の業績は、様々な要因により記載の予想数値と異なる可能性があります。 
 

以上 


